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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 

(1)  本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告 １９８８年版Ｇ．７５２に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

(1)  本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、装置の入出力に係わるジッタ特性に関する項目について削

除している。 

上記項目を削除した理由は、ジッタ特性がディジタル網の持つべき性質であるということから、現

在ＣＣＩＴＴ勧告 G.８００シリーズで規定値も含めて検討中であることによる。 

(2)  本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記項目について追加している。 

(a)  ４章３９７２００kbit/s 正スタッフ多重変換装置 

(b)  2.6 節及び 3.6 節 表示すべき障害状況 

上記項目(a)を追加した理由は、通称４００Ｍのディジタル５次群に関連するディジタル中継伝送方

式及び多重変換装置が実用化されている我国の事情による。上記項目のＣＣＩＴＴにおける今後の勧

告化の見通しはない。 

上記項目(b)を追加した理由は、障害状況の表示を明確にし、保守面を実用的にすることによる。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 昭和６２年４月２８日 制 定 

第２版 

 

 

昭和６３年５月３１日 

 

 

１章の変更、 

2.4 節～2.6 節、3.4 節～3.6 節、 

4.4 節～4.6 節の追加 

第３版 平成 元年４月２８日 CCITT 勧告準拠年号の変更 

   

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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１．本標準の規定範囲

本標準は、３２０６４kbit/s、９７７２８kbit/s、３９７２００kbit/s 正スタッフ多重変換装置に関し規定

するものである。

２．３２０６４kbit/s 正スタッフ多重変換装置

2.1　ビットレート

ビットレートは３２０６４kbit/s±１０ppm とする。

2.2　多重フレーム構成

５つの６３１２kbit/s のディジタル信号を正スタッフ多重した３２０６４kbit/s のディジタル信号のフ

レーム構成について定める。

フレーム構成を表２－１／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。１フレームは６サブフレームからなる。

2.3　物理／電気的特性

６３１２kbit/s 及び３２０６４kbit/s 信号の物理／電気的特性は、標準ＪＴ－Ｇ７０３による。

2.4　フレーム同期復帰

(1)　平均フレーム同期復帰時間は、８ms を越えてはならない。

(2) 　３２０６４kbit/s 信号のフレーム同期外れの際、６３１２kbit/s 信号出力に対して全て“１”パ

ターンを送出すること。

2.5　表示すべき障害状況

本装置の表示すべき障害状況を表２－２／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。

表２－２／ＪＴ－Ｇ７５２　表示すべき障害状況

装　置　部　分 障　害　状　況

多重化部

分 離 部

電源障害

多重化部 ６３１２kbit/s 入力信号断

分 離 部 ３２０６４kbit/s 入力信号断

フレーム同期外れ

対局警報受信

ＡＩＳ（全て“１”パターン）受信

2.6　保守用ビットの使用方法

(1) 　フレーム同期外れの際、対局警報ビットを用いて対局に警報情報を送出することとする。対局警

報送出時、対局警報ビットを“１”、非送出時“０”とする。

(2) 　６３１２kbit/s 信号の切替信号として、局間情報ビットを用い得る。

切替送出信号時、局間情報ビットを“１”、非送出時“０”とする。
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３．９７７２８kbit/s 正スタッフ多重変換装置

3.1　ビットレート

ビットレートは９７７２８kbit/s±１０ppm とする。

3.2　多重化フレーム構成

３つの３２０６４kbit/s のディジタル信号を正スタッフ多重した９７７２８kbit/s のディジタル信号のフ

レーム構成について定める。

フレーム構成を表３－１／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。１フレームは、６サブフレームからなる。

3.3　物理／電気的特性

３２０６４kbit/s 及び９７７２８kbit/s 信号の物理／電気的特性は、標準ＪＴ－Ｇ７０３による。

3.4　フレーム同期復帰

(1) 　平均フレーム同期復帰時間は１ms を越えてはならない。

(2) 　９７７２８kbit/s 信号フレーム同期外れの際、３２０６４kbit/s 信号出力に対して全て“１”パ

ターンを送出すること。

3.5　表示すべき障害状況

本装置の表示すべき障害状況を表３－２／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。

表３－２／ＪＴ－Ｇ７５２　表示すべき障害状況

装　置　部　分 障　害　状　況

多重化部

分 離 部

電源障害

多重化部 ３２０６４kbit/s 入力信号断

分 離 部 ９７７２８kbit/s 入力信号断

フレーム同期外れ

対局警報受信

ＡＩＳ（全て“１”パターン）受信

3.6　保守用ビットの使用方法

(1) 　フレーム同期外れの際、対局警報ビットを用いて対局に警報情報を送出することとする。対局警

報送出時、対局警報ビットを“１”、非送出時“０”とする。

(2) 　３２０６４kbit/s 信号の切替信号として、局間情報ビットを用い得る。切替信号送出時局間情報

ビットを“１”、非送出時“０”とする。
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４．３９７２００kbit/s 正スタッフ多重変換装置

4.1　ビットレート

ビットレートは３９７２００kbit/s±１０ppm とする。

4.2　多重化フレーム構成

４つの９７７２８kbit/s のディジタル信号を正スタッフ多重した３９７２００kbit/s のディジタル信号の

フレーム構成について定める。

フレーム構成を表４－１／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。１フレームは、６サブフレームからなる。

4.3　物理／電気的特性

９７７２８kbit/s 及び３９７２００kbit/s 信号の物理／電気的特性は、標準ＪＴ－Ｇ７０３による。

4.4　フレーム同期復帰

(1) 　平均フレーム同期復帰時間は、１ms を越えてはならない。

(2) 　３９７２００kbit/s 信号のフレーム同期外れの際、９７７２８kbit/s 信号出力に対して全て“１”

パターンを送出すること。

4.5　表示すべき障害状況

本装置の表示すべき障害状況を表４－２／ＪＴ－Ｇ７５２に示す。

表４－２／ＪＴ－Ｇ７５２　表示すべき障害状況

装　置　部　分 障　害　状　況

多重化部

分 離 部

電源障害

多重化部 ９７７２８kbit/s 入力信号断

分 離 部 ３９７２００kbit/s 入力信号断

フレーム同期外れ

対局警報受信

ＡＩＳ（全て“１”パターン）受信

4.6　保守用ビットの使用方法

(1) 　フレーム同期外れの際、対局警報ビットを用いて対局に警報情報を送出することとする。対局警

報送出時、対局警報ビットを“１”、非送出時、“０”とする。

(2) 　９７７２８kbit/s 信号の切替信号として、局間情報ビットを用い得る。

切替信号送出時、局間情報ビットを“１”、非送出時“０”とする。
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表２－１／ＪＴ－Ｇ７５２　32064kbit/s 正スタッフ多重化フレーム構成

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７５２）

被多重化次群ビットレート(kbit/s) 6312

多重数 5

フレーム構成 ビット番号

サブフレーム１

サブフレーム２

サブフレーム３

サブフレーム４

サブフレーム５

サブフレーム６

フレーム同期信号　(11010)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj1)　　（注１）

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj2)　　（注１）

多重ビット

フレーム同期信号　(00101)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj3)　　（注１）

多重ビット

補助ビット　　（Ｈｎ）　（注２）

多重ビット

1～5

6～320

1～5

6～320

1～5

6～320

1～5

6～320

1～5

6～320

1～5

6～320

フレーム長 1920 bit

１フレーム、１被多重化次群ビット数（ｽﾀｯﾌﾊﾟﾙｽを含む） 378 bit

１被多重化次群当たり、最大スタッフレート 16700 bit/s

公称スタッフ率 0.036

（注１）Ｃｊｎは、ｊ番目被多重化次群のｎ番目のスタッフ指定信号である。

Ｃｊｎは、スタッフパルスありの時 111、スタッフパルスなしの時 000 とする。

（注２）Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４、Ｈ５は、各々パリティビット、局間情報ビット、予備

ビット、予備ビット、対局警報ビットとして用い得る。

（注３）スタッフパルス挿入位置は、サブフレーム６のＨｎに続く５タイムスロットとする。
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表３－１／ＪＴ－Ｇ７５２　97728kbit/s 正スタッフ多重化フレーム構成

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７５２）

被多重化次群ビットレート(kbit/s) 32064

多重数 3

フレーム構成 ビット番号

サブフレーム１

サブフレーム２

サブフレーム３

サブフレーム４

サブフレーム５

サブフレーム６

フレーム同期信号　(110)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj1)　　（注１）

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj2)　　（注１）

多重ビット

フレーム同期信号　(001)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj3)　　（注１）

多重ビット

補助ビット　　（Ｈｎ）　（注２）

多重ビット

1～3

4～192

1～3

4～192

1～3

4～192

1～3

4～192

1～3

4～192

1～3

4～192

フレーム長 1152 bit

１フレーム、１被多重化次群ビット数（ｽﾀｯﾌﾊﾟﾙｽを含む） 378 bit

１被多重化次群当たり、最大スタッフレート 84833 bit/s

公称スタッフ率 0.035

（注１）Ｃｊｎは、ｊ番目被多重化次群のｎ番目のスタッフ指定信号である。

Ｃｊｎは、スタッフパルスありの時 111、スタッフパルスなしの時 000 とする。

（注２）Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３は、各々パリティビット、局間情報ビット、対局警報ビットとして用い得る。

（注３）スタッフパルス挿入位置は、サブフレーム６のＨｎに続く３タイムスロットとする。
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表４－１／ＪＴ－Ｇ７５２　397200kbit/s 正スタッフ多重化フレーム構成

被多重化次群ビットレート(kbit/s) 97728

多重数 4

フレーム構成 ビット番号

サブフレーム１

サブフレーム２

サブフレーム３

サブフレーム４

サブフレーム５

サブフレーム６

フレーム同期信号　(1100)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj1)　　（注１）

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj2)　　（注１）

多重ビット

フレーム同期信号　(0011)

多重ビット

スタッフ指定信号　(Cj3)　　（注１）

多重ビット

補助ビット　　（Ｈｎ）　（注２）

多重ビット

1～4

5～256

1～4

5～256

1～4

5～256

1～4

5～256

1～4

5～256

1～4

5～256

フレーム長 1536 bit

１フレーム、１被多重化次群ビット数（ｽﾀｯﾌﾊﾟﾙｽを含む） 378 bit

１被多重化次群当たり、最大スタッフレート 25859 bit/s

公称スタッフ率 0.079

（注１）Ｃｊｎは、ｊ番目被多重化次群のｎ番目のスタッフ指定信号である。

Ｃｊｎは、スタッフパルスありの時 111、スタッフパルスなしの時 000 とする。

（注２）Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４は、各々パリティビット、予備ビット、局間情報ビット、対局警報ビッ

トとして用い得る。

（注３）スタッフパルス挿入位置は、サブフレーム６のＨｎに続く４タイムスロットとする。


	　　



